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おおい町の令和２年度決算について健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤

字比率、実質公債費比率、将来負担比率）と公営企業会計（おおい町では簡易水道

事業と農業集落排水事業、特定環境保全公共下水道事業それぞれの会計をいいま

す。）の資金不足比率を算定しましたので、お知らせします。

いずれの比率も国の基準を大きく下回り、町の財政の健全性が確保されています。

おおい町の各比率については、上記の結果となりましたが、それぞれの算定
経過を各比率ごとに以下詳しくお伝えします。



《意義》

一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。

《算定方法》

《算定経過》

－ （無） ＝ 416,040（黒字） １
4,425,176
※計算式中の単位は、特別に記入がない限り千円です。

《算定結果》
本町では、黒字となるため実質赤字比率は「―（無）」となりました。

《意義》
全会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政規模に

対する比率です。

《算定方法》

《算定経過》
（一般会計の黒字） （他特別会計の黒字の計）

－ （無） ＝ 416,040 ＋ 925         １
4,425,176

※計算式中の単位は、特別に記入がない限り千円です。

《算定結果》
本町では、いずれの会計も赤字が無いため連結実質赤字比率は

「―（無）」となりました。

経過を各比率ごとに以下詳しくお伝えします。



《意義》
一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に

対する比率です。

《算定方法》

《算定経過》

【R２年度】

0.99%  ＝ (217,047＋202,182)- (12,427＋366,796)  あ
4,425,176 - 366,796

※計算式中の単位は、特別に記入がない限り千円です。

同様にして
【Ｈ３０年度】 【Ｒ元年度】

1.41% 1.12%  

【３ヵ年平均】 【早期健全化基準】 【財政再生基準】
1.1% ＜ 25.0% ＜ 35.0%

《算定結果》
本町では、「1.1％」となり、早期健全化基準や財政再生基準を大き

く下回っています。



《意義》

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する
比率です。

《算定方法》

《算定経過》

－ （無） ＝

4,327,684 － (12,636,784 ＋ 31,852 ＋ 2,567,889)
4,425,176 - 366,796

※計算式中の単位は、特別に記入がない限り千円です。

《算定結果》
本町では、将来負担すべき額に対して基金など充当可能な財源や将来

見込まれる収入の合計額が上回っているため「―（無）」となりました。



《意義》
公営企業会計を対象とした実質赤字の事業規模に対する比率です。

《算定方法》

《算定経過》

【簡易水道事業】 【特定環境保全公共下水道事業】

－（無） ＝ 0    1 －（無） ＝ 0  1 
126,320 15,977

【農業集落排水事業】
－（無） ＝ 0       1

89,652 ※計算式中の単位は、特別に記入がない限り千円です。

《算定結果》
本町では、いずれの公営企業会計も資金不足額がないため「―（無）」

となりました。


